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(1) 除雪費の増額補正

○道路の除雪に係わる費用の増額補正・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ．１

(2) 安全・安心を確保する生活基盤緊急改善事業の増額補正・・・・ ・・・ Ｐ．２

○多発する自然災害や異常気象から、県民の命と財産を守り、生活の安全・安心を確保するための事業

・河川に堆（たい）積した土砂の撤去

・雪崩防護施設の補修 など

○ふくしまの未来を担う子ども達が、安心して暮らせる環境づくりための事業

・学校周辺などにおける歩行環境の改善

・都市公園における施設の修繕 など

(3) 災害復旧事業などの予算の確定に伴う減額補正

平成２２年度 土木部 ２月補正予算要求概要

◯平成２２年度２月補正予算（公共事業費）

(1) 除雪費の増額

２億４,５５０万円

(2) 安全・安心を確保する

生活基盤緊急改善事業の増額

２０億円

(3) 災害復旧事業などの予算の確定に伴う減額

△77億９,３１３万円

補正予算の規模

○会津地方を中心とした豪雪等に対応し、冬期間の県民の

安全・安心を確保するため、除雪費の増額補正を行いま

す。

〇多発する自然災害や異常気象から県民の命と財産を守り、

生活の安全・安心を確保するための事業を実施します。

また、ふくしまの未来を担う子ども達が、安心して楽し

く暮らせる環境づくりのための事業を実施します。

補正予算の概要

事業内容

安全・安心な県土づくりのための事業を実施します。



１

補正の目的

※この資料に関する問い合わせ先 ： 道路管理課 主幹 山内 （電話024-521-7468 県庁内線3564） 福島県土木部

会津地方を中心とした豪雪等に
対応し、冬期間の県民の安全・安
心を確保するため、除雪費の増額
補正を行います。

土木部 ２月補正予算

道路の除雪を行い、県民の安全・安心を確保します

国道２５２号（只見町）

国道２５２号（只見町）

〈今年度の現状〉

H23.1.31

H23.1.31

主要地方道 会津若松三島線（会津若松市）

市街地部において排雪する場

所がないところでは、トラック

による搬出作業を行いました

［排雪作業］。 H22.12.27

１１８号バイパス（会津若松市）

H22.12.26

記録的な大雪

のため歩道部の

除雪が追いつか

ず、一部で歩行

困難な状況とな

りました。

只見町では１月の累計降雪深が、

昭和55年の統計開始以降の記録を

更新しました（５９１㎝）。

会津若松市 累積降雪量今年度の降雪データ



実施箇所 改善後のイメージ

国道252号 金山町滝沢スノーシェッドなど

実施箇所 改善後のイメージ実施箇所 改善後のイメージ

雪崩防護施設の補修を実施し、交通の安全を確保します。

学校周辺における歩道や幅広路肩の整備により
歩行環境を改善し、児童たちの安全･安心を確保します。

河川内に堆（たい）積した土砂を撤去し、
集中豪雨時における住民の安全･安心を確保します。

都市公園の老朽化した遊具や階段等を修繕し、
安全で快適なレクリエーションの場を提供します。

ほか 落石対策、道路排水工の改善などを実施

ほか 交差点のカラー舗装、防護柵工などを実施

ほか 県営住宅のスロープ･手すり設置などを実施

実施箇所 改善後のイメージ

階段の老朽化

遊具の老朽化

【事業の概要】

広瀬川 伊達市月舘町月舘地内など (一)臼石月舘線 飯舘村臼石地内など

会津レクリエーション公園 など

県民の安全・安心を確保する生活基盤を改善します

土木部 ２月補正予算

事業の概要

１ 多発する自然災害や異常気象から県民の命と財産を守り、
生活の安全･安心を確保するための事業を実施。

２ ふくしまの未来を担う子ども達が安心して暮らせる環境
づくりを推進する事業を実施。

※この資料に関する問い合わせ先 ： 土木企画課 主幹 佐藤 （電話024-521-7869 県庁内線3599 ） ２福島県土木部

実施例 実施例

実施例 実施例


